
建築的エコロジカルシステムの形成
竹活用の推進と循環利用

　 「 環 境 」 と 「 建 築 行 為 」 は 相 反 す る と い え

建 築 行 為 を 考 え る と 「 作 り ・ 壊 す 」 と い う 流 れ が 基 本 で あ り

そ の 過 程 に お い て 環 境 へ の 損 害 が 生 ま れ る 。

環 境 と は 「 循 環 す る こ と 」 で 世 界 を 整 え る 流 れ で あ る が

人 が 生 み 出 す 損 害 に よ っ て 循 環 に 異 常 を き た し て い る の が 現 代 で あ る 。

で は 、 建 築 と 環 境 は 共 生 で き な い の だ ろ う か ？

私 は 人 が 循 環 に 介 入 す る こ と で 改 善 さ れ る と 考 え る 。

環 境 問 題 と し て 「 竹 害 」 を 取 り 上 げ

「 建 築 」 と 「 環 境 」 の 在 り 方 を 提 案 す る 。
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竹について敷地：葉山
拡大する竹林

2021年時点の葉山町において約16haの竹林が確認され、ヒアリングによると竹

林は年々規模が多くなり人手が足りない状態であるという。また、放置竹林は

土砂災害の危険をはらんでおり、危険個所が多く存在し、災害面においても整

備の必要性が確認される。計画するにあたり、危険個所を土砂災害危険個所

と照らし合わせ管理地と伐採地分類し、整備計画を立てた。未整備時は10年

後約2.5倍に拡大しており、整備時と比べ大きく差がある。街全体での竹の活用

と竹害の周知・整備協力が必要である。

竹林の活用が整備の後押しに

　竹材を正しく活用すれば、資源となる。人が介入することで、乱れた自然のサ

イクルを、新たな循環へと導く。現状は増えすぎた竹により、生態系の混乱と家

屋破壊などの被害が起きている。この増えすぎた竹を私たちが活用し、循環の

乱れを抑える。具体的には、竹林整備時に伴う竹材を、様々な形で活用また

多くの目に触れ、学ぶ機会を設け継続的な維持活動を目指す。

住民主体の維持活動

　継続的な維持活動を考えると担い手の育成と問題を「自分事」にしいくこと
が重要だと考える。そこで本計画では住民の手による、環境管理を目指し、
担い手の育成・竹害の認知・竹利用の促進を軸に竹林の健全運用を目標
とする。

ハザードマップと竹林整備試算

乱れたサイクルを改善 活用が整備を後押し

竹林

資材

竹林整備

活用

活用
増え続ける竹

枯れる樹木家屋破壊 森林回復

竹林健全化担い手の育成

竹活用の促進

竹害の認知

竹と建築

　竹材はその成長速度や弾力性・軽さ・サスティナブ
ル性が注目され、建築家のヴォ・チョン・ギア氏を筆
頭に近年脚光を浴びている素材である。「竹害」「建
材活用」に焦点を当てた「竹の製材所」を提案し、竹
材の建築への利用可能性と運用方法を模索する。
竹は「竹害」として悪名高いものとなってしまったが、人
が管理を行えば有益な材となる。竹の性質を活かした
建築表現の幅が広がる事や、環境の面でも意義が
あると考えられる。

　竹を用いた循環型建築を考える一つのケーススタディ
として、葉山町を選ぶ。これは親交のある自然保護団
体が活動しているためだ。豊かな環境に恵まれる葉山
町、その環境に惹かれ転入者が増加している今、自
然環境は重要な資産である。民間の団体をリサーチし
上記の団体が確認され、環境整備への意識の高さが
うかがえる。しかし各団体の構成人数は少ない。計画
敷地は、葉山町の山側、自然保護団体活動地に隣
接する竹林内部。

1/100　短手断面図

レクチャースペース

見学スペース

タケノコ加工場

竹加工場

受付

ギャラリー

1000 5000
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⑥レクチャールーム ⑧受付⑦みんなの工房

①竹の加工場 ⑤カフェ・レストラン③展望台②たけのこ加工場

・芸術祭への出展
・竹の提供
・イベント開催
敷地にとどまらず、採取加工した
竹を無償で提供してゆくことで竹の
活用を後押しし、整備活動の活
発化を図る。
葉山において芸術祭などの活動
が活発であり、毎年夏には竹灯り
の催しが開催される。敷地外にも
活動を広げていくことでさらなる認
知を目指す。

プログラム　
形態

体験プログラムを通した担い手の育成

　敷地の内・外、にプログラムを展開し、街全体での運用を目指す。
屋根　―　布

梁　―　トラスアーチ・竹

床　―　合板・モルタル

懸造―　竹

接合部

竹を交換する トロッコで　人・竹を運搬

　竹は圧縮に対して十分な性能を

　交換

　建築は壊すと一度に大量の廃棄物が出る。しかし交換補修を
前提とした組み方をし、古くなったものから徐々に交換してゆく。一
度に生み出す廃棄物を少なくし森林への負担を少なく時間をかけ
て材を変えてゆく。

持っている事が考察により判明した
ため、敷地の傾斜に対し竹で懸造
を構築することとなった。強度の理
由で束ねて使う事またこれにより施
工性・メンテナンス性を兼ねた接合
を考案した。

懸造

　考察により、竹は「他の材と併用する・構造を工夫す
る・束ねて使用する」事が推奨されることが分かった。ト
ラスアーチドームを作成し、試験で得た値を使い解析を
行った。屋根材は布とし(図では非表示)自重と風荷重
に対しての解析した。
　最低12mスパンを飛ばすことが可能と判明、最大変
位は約91㎜であった。アーチはカテナリーを利用し形を
決定し、自然に近い形としている。

トラスアーチ

トラスアーチ

12m飛ばすことが可能　

トラスアーチドーム解析

制作

加工

山に沿う
採取

加工の流れ

　

　建築の構成として上から下へと加工の流れを
形に表した。

グリット

　

　1500のぐりっとで構成。
ズレ：可視化
　ズレがあることで空間に立体感がう
まれ、またオープンな空間となり互い

の行為が可視化される。

林立：拠り所・竹林
　懸造の一部が床を突き抜けている
。一見竹林のようにも思える。

採取

工芸 見学 食用

円環構造
　
　　左側は工芸品などの材料の加工の流れを、右は食用の
竹の加工の流れである。

「外」

「内」

　　　　学習

　近くの小学校と連携をとりワークショップを
行い、竹や自然環境を維持する活動を幼
少期から体験、次世代へと継承する。

　　　　芸術

　規模が異なる工房の3つが存在し、町外
からアーティストを呼び込み、場と素材を提
供。アート面からの竹活用の探究をする。

　　　　食

　竹は、メンマやたけのこなど食用にも活用
でき無駄がない。そのため食の体験からも竹
の認知を広めるためカフェなどを設置する。

　単位面積当たりの強度を比較
する。単位面積あたりの強度を
比較すると、木を上回る、特に
圧縮強度は十分な性能を満た
していることがわかる。
 竹材は中空断面のため、使用
する際には木材に劣る強度にな
る。そのため、竹を複数使用する
こと・他の材を併せて使用するこ
とが望まれる。

単位面積当たりの強度比較

断面考察

構造コンセプト

④大規模工房
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1/200　4層平面図

1/200　3層平面図

1/200　2層平面図

1/200　１層平面図

みんなの工房

個人工房

見学スペース

トロッコレール

レクチャースペース レストラン

棚

棚

カフェ
ギャラリー

　たけのこを選別。　竹を矯正する。　
油抜きをする

トロッコレール　竹を運ぶ

長さそろえる。

大きめの竹の工作物を作る

懸造の下は棚にもできる。

眺めが良い。

メンマやたけのこを加工する。

竹林整備など環境のレク
チャーを受ける。

開かれた工房、皆が自由に使用できる。

アーティスト呼び込み、場と素材を提供。

⑥

⑦

⑤

⑤

⑧

竹加工場

タケノコ加工場

展望スペース

大規模工房

棚

受付

②

③

①

④

1000 5000 10000
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カフェ・レストラン

カフェ

レストランからのレクチャースペースの眺め

レストランからのレクチャースペースの眺め

工房
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